青森県経済統計報告

　　　令和元年８月６日
[bookmark: _GoBack]企画政策部統計分析課
１　青森県の推計人口（令和元年7月1日現在）……………………………………………………　    1
	県人口　1,248,340人（対前月974人減少）

自然動態　　702人減少（出生者数　 611人、死亡者数　1,313人）
社会動態    272人減少（転入者数 1,091人、転出者数  1,363人）



２　本県の経済動向（令和元年5月・6月の経済指標を中心として）
（１）経済概況
	本県経済は、緩やかに回復している。
景況感（青森県景気ウォッチャー調査結果）をみると、現状判断ＤＩは４６．５、先行き判断ＤＩは４４．０と、いずれも５０を下回った。


（２）主要経済指標の動向
	(2-1)
	生産動向
	・令和元年5月の青森県鉱工業生産指数(平成22年＝100)は、季節調整済指数が 114.9 で、前月比3.7％の上昇となり、2カ月連続で前月を上回った。また、原指数は 117.1 で、前年同月比 1.5％の上昇となり、3カ月ぶりに前年同月を上回った。
	…
	2

	(2-2)
	雇用労働
	・令和元年5月の定期給与は221,585円で前年同月比2.4％増となった。総実労働時間は143.6時間で前年同月比5.2％減、所定外労働時間は9.2時間で前年同月比12.4％減となった。
・令和元年6月の有効求人倍率（季節調整値）は1.21倍で、前月を0.02ポイント下回った。
	…
	3

	(2-3)
	物　　価
	令和元年6月の青森市消費者物価指数（平成27年=100)は、総合指数が102.5となり、前月比0.1％の上昇、前年同月比1.1％の上昇となった。また、生鮮食品及びエネルギーを除く総合指数は102.1となり、前月と同水準、前年同月比0.6％の上昇となった。
	…
	5

	(2-4)
	個人消費
	・令和元年6月の百貨店・スーパー販売額は、全店舗ベースが136億円で前年同月比1.1％増となり、2カ月ぶりに前年同月を上回った。また、既存店ベースでは前年同月比2.7％増となり、4カ月連続で前年同月を上回った。
・令和元年6月の軽乗用車を含めた乗用車新車登録・届出台数は3,809台で、前年同月比3.3％減となり、3カ月ぶりに前年同月を下回った。
・令和元年6月の観光入込客数は、主な観光施設が879千人で前年同月比4.2％減となり、3カ月ぶりに前年同月を下回った。また、主な宿泊施設は139千人で前年同月比1.8％減となり、3カ月ぶりに前年同月を下回った。
	…
	6

	(2-5)
	建　　設
	・令和元年6月の新設住宅着工戸数は596戸で、前年同月比10.0％減となり、2カ月連続で前年同月を下回った。
・令和元年6月の公共工事請負額は197億5,400万円で前年同月比22.4％増となり、4カ月連続で前年同月を上回った。
	…
	7

	(2-6)
	企業倒産
	令和元年6月の企業倒産は、件数は6件で前年同月比50.0％増となった。負債総額は5億800万円で前年同月比152.7％増となった。
	…
	8



（３）景気動向指数ＣＩ（令和元年５月分）……………………………………………………　 …　 　9
	先行指数　 113.9（前月を16.2ﾎﾟｲﾝﾄ下回り、2カ月ぶりに下降した）
一致指数　 138.8（前月を14.5ﾎﾟｲﾝﾄ下回り、2カ月ぶりに下降した）
遅行指数　 108.9（前月を1.4ﾎﾟｲﾝﾄ上回り、2カ月ぶりに上昇した）





（４）青森県景気ウォッチャー調査（令和元年７月期） ……………………………………　…　 10
	3カ月前と比べた景気の現状判断ＤＩ…46.5（前期比1.3ポイント減、6期連続で50を下回る)
3カ月後の景気の先行き判断ＤＩ………44.0（前期比8.8ポイント減、2期ぶりに50を下回る）
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（２－２）雇用労働　　　　
　　（２－２－１）給与・労働時間（毎月勤労統計調査結果）　
　令和元年5月の定期給与は221,585円 で、定期給与指数（平成27年＝100）では102.6となり、前年同月比2.4％増と5カ月連続の増（現金給与総額240,340円、現金給与総額指数95.8、前年同月比6.9％増）となった。また、実額で比較した定期給与の全国対比は84.3となった。
　総実労働時間は143.6時間で、総実労働時間指数は92.9となり、前年同月比5.2％減と9カ月連続の減となった。このうち、所定外労働時間は9.2時間で、所定外労働時間指数は80.0となり、前年同月比12.4％減と16カ月連続の減となった。
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　　（２－２－２）有効求人倍率　
令和元年６月の有効求人倍率（季節調整値）は1.21倍で、前月を0.02ポイント下回った。就業地別有効求人倍率は1.32倍で、前月を0.03ポイント下回った。
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　　（参考）充足率（新規学卒者を除きパートタイムを含む）
　令和元年６月の充足率は22.7％で、前年同月を1.3ポイント上回った。
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（２－３）物価　
　令和元年6月の青森市消費者物価指数（平成27年=100)は、総合指数が102.5となり、前月と比べ0.1％の上昇、前年同月と比べ1.1％の上昇となった。
　生鮮食品を除く総合指数は102.7となり、前月と同水準、前年同月と比べ0.7％の上昇となった。
  生鮮食品及びエネルギーを除く総合指数は102.1となり、前月と同水準、前年同月と比べ0.6％の上昇となった。　
　総合指数が前月と比べ0.1％の上昇となった内訳を寄与度でみると、食料（生鮮果物など）、被服及び履物（シャツ・セーター・下着類など）などの上昇が要因となっている。  　　
　総合指数が前年同月と比べ1.1％の上昇となった内訳を寄与度でみると、食料（生鮮果物など）、光熱・水道（電気代など）などの上昇が要因となっている。
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　※　寄与度とは、ある費目の指数の変動が、総合指数の変化率のうち何ポイント寄与したかを示した
    ものであり、全費目の寄与度を合計すると、原則として、総合指数の前月比及び前年同月比（％）
の値に一致する。
      前月比、前年同月比及び寄与度は、端数処理前の指数値を用いて計算しているため、公表された
指数値を用いて計算した値とは一致しない場合がある。
　本資料は総務省統計局「小売物価統計調査」の調査票情報を独自集計したものである。


（２－４）個人消費　
　　（２－４－１）百貨店・スーパー販売額　
令和元年６月の百貨店・スーパー販売額は、全店舗ベースが136億円で前年同月比1.1％増となり、2カ月ぶりに前年同月を上回った。また、既存店ベースでは前年同月比2.7％増となり、4カ月連続で前年同月を上回った。
[image: ][image: ]
　＊　大型小売店は従業員が50人以上で売場面積が1,500平方メ－トル以上の商店をいう。
そのうち、既存店とは、当月及び前年同月とも調査の対象となっている商店をいう。

　　（２－４－２）乗用車新車登録・届出台数　
令和元年６月の軽乗用車を含めた乗用車新車登録・届出台数は3,809台で、前年同月比3.3％減となり、３カ月ぶりに前年同月を下回った。小型乗用車及び軽乗用車が減少したことによる。
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　　（２－４－３）観光入込客数　
令和元年６月の観光入込客数は、主な観光施設が879千人で前年同月比4.2％減となり、3カ月ぶりに前年同月を下回った。また、主な宿泊施設は139千人で前年同月比1.8％減となり、3カ月ぶりに前年同月を下回った。観光施設は青森市とむつ市の施設で減少し、宿泊施設は青森市、弘前市、むつ市の施設で減少したことによる。
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　（２－５）建　　設　
（２－５－１）住宅建設　
　令和元年６月の新設住宅着工戸数は596戸で前年同月比10.0％減となり、2ヵ月連続で前年同月を下回った。主に貸家が減少したことによる。
[image: ]
（２－５－２）公共事業　
令和元年６月の公共工事請負金額は197億5,400万円で前年同月比22.4％増となり、国などの増加により４カ月連続で前年同月を上回った。また、令和元年６月までの累計金額は693億5,900万円で前年同期比19.4％増となった。
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（２－６）企業倒産
　令和元年６月の企業倒産は、件数は６件で前年同月比50.0％増となった。負債総額は5億800万円で前年同月比152.7％増となった。また、令和元年６月までの累計倒産件数は17件で前年同期比54.5％増、負債総額は14億8,300万円で前年同期比208.0％増となった。
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（３）青森県景気動向指数　
　令和元年５月の青森県景気動向指数（ＣＩ）は、先行指数113.9、一致指数138.8、遅行指数108.9となった。
　先行指数は、前月を16.2 ﾎﾟｲﾝﾄ下回り、２カ月ぶりに下降した。
一致指数は、前月を14.5 ﾎﾟｲﾝﾄ下回り、２カ月ぶりに下降した。
遅行指数は、前月を1.4 ﾎﾟｲﾝﾄ上回り、２カ月ぶりに上昇した。
５月の一致指数は雇用、流通関連の指数がマイナスになったことから下降した。
[image: ] 
[image: ]
[image: ]
[image: ]
9

image4.emf
            給与及び労働時間の全国との比較（調査産業計、事業所規模5人以上）
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％

      　（所定の労働時間をこえる労働、休日労働、深夜労働に対して支給される給与）を含みます。

　　　２．「特別給与」とは、給与の差額追給額（ベースアップ分）、３か月をこえる期間単位で支給される住宅手当や通勤手当、

　　　　賞与（ボーナス）等のことです。

　　　３．「所定内労働時間」とは、正規の始業時刻と終業時刻との間から休憩時間を差し引いた労働時間のことです。

　　　４．「所定外労働時間」とは、早出、残業、休日出勤等の労働時間のことです。

　　　５．全国の数値については、平成30年11月確報から、平成24年以降において東京都の「500人以上規模の事業所」につい

　　　　ても再集計した値（再集計値）に変更しており、従来の公表値とは接続しないことにご注意ください。

資料：県統計分析課「毎月勤労統計調査結果（速報）」

―

（注）１．「定期給与」とは、あらかじめ定められている支給条件、算定方法によって支給される給与のことで、超過労働給与 

実　　　数 指数（H27=100） 対前年同月増減率

青森県 全  国 青森県 全  国
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資料：青森労働局職業安定部職業安定課「職業安定業務取扱月報」

※充足率＝充足数／新規求人数
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図２　生鮮食品を除く総合指数の動き

　　　図３　生鮮食品及びエネルギー

　　　　　　 を除く総合指数の動き

 　    図１　総合指数の動き
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１０大費目指数の動き （平成27年=100）
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資料：県統計分析課「消費者物価指数　月報」
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資料：東北経済産業局「東北地域百貨店・スーパー販売額動向」、経済産業省「商業動態統計速報」
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資料：東北経済産業局「東北地域百貨店・スーパー販売額動向」、経済産業省「商業動態統計速報」
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資料：日本自動車販売協会連合会青森県支部「自動車登録状況新車月報」、同連合会「自動車統計データ」
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※観光施設

35

施設（

H24

年

1

月～

H26

年

3

月は

35

施設、

H26

年

4

月～

H28

年

12

月は

34

施設、

H29

年

1

月以降は

35

施設

対比）

（％）


image13.emf
-20

-10

0

10

20

0

50

100

150

200

H27.6 8 10 12 28.2 4 6 8 10 12 29.2 4 6 8 10 12 30.2 4 6 8 10 12 31.2 4 R1.6

（千人）

宿泊施設入込客数

人数 前年同月比

資料：県観光企画課「月例観光統計」
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寄与度がプラスの指標 寄与度がマイナスの指標

先 行 系 列

新設住宅着工床面積 2.78

２カ月連続

新規求人倍率（全数） -7.56

２カ月ぶり

乗用車新車登録届出台数 0.27

２カ月連続

企業倒産件数（逆ｻｲｸﾙ） -4.21

２カ月ぶり

建築着工床面積 -2.76

２カ月ぶり

中小企業景況ＤＩ -2.63

２カ月ぶり

生産財生産指数 -1.05

２カ月ぶり

日経商品指数（42種） -0.86

４カ月ぶり

一 致 系 列

投資財生産指数 2.24

２カ月ぶり

有効求人倍率（全数） -9.79

２カ月ぶり

鉱工業生産指数 1.46

２カ月連続

輸入通関実績（八戸港） -4.45

２カ月連続

百貨店・スーパー販売額（既存店）

0.26

２カ月ぶり

旅行取扱高 -2.27

５カ月ぶり

所定外労働時間指数（全産業）

-1.97

２カ月ぶり

遅 行 系 列

家計消費支出（勤労者世帯：実質）

1.70

２カ月ぶり

公共工事請負金額 -1.04

３カ月ぶり

りんご消費地市場価格 1.56

２カ月連続

常用雇用指数（全産業） -0.81

２カ月連続

青森市消費者物価指数（総合）

0.39

３カ月連続

県内金融機関貸出残高 -0.55

２カ月ぶり

有効求職者数（全数）（逆ｻｲｸﾙ）

0.28

３カ月連続

　　　　　遅行指数　　57.1％　（８カ月ぶりに50％を上回った）

●個別系列の動き

（各指標は季節調整等を行い、寄与度を前月と比較しています）

（参考）青森県景気動向指数（ＤＩ）

　　　　　先行指数　　18.8％　（７カ月ぶりに50％を下回った）

　　　　　一致指数  　57.1％　（２カ月ぶりに50％を上回った）
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現状判断ＤＩは、大型連休後の反動や消費増税前の買い控えなどにより、前期比１．３ポイン

ト減少の４６．５となった。



先行き判断ＤＩは、消費増税後の消費の冷え込みや将来の不安、海外情勢への懸念などによ

り、現状判断ＤＩと比べて２．５ポイント減少の４４．０となり、１２期ぶりに現状判断ＤＩを

下回った。

３カ月前と比べた景気の現状判断ＤＩは、景気の横ばいを示す５０を６期連続で下回った。

３カ月後の景気の先行き判断ＤＩは、景気の横ばいを示す５０を２期ぶりで下回った。

　

資料：県統計分析課「青森県景気ウォッチャー調査報告書」

●３カ月後の景気の先行き判断

動



向



前期調査と比べると、「良くなる」が３．０ポイント減少、「やや良くなる」が９．０ポイント

減少、「変わらない」が５．０ポイント減少、「やや悪くなる」が１４．０ポイント増加、「悪く

なる」が３．０ポイント増加により、全体では８．８ポイント減少の４４．０となり、景気の横ば

いを示す５０を２期ぶりに下回った。



判断理由では、消費税増税前の駆け込み需要や、夏の観光シーズンを迎え、観光客や帰省客によ

る消費活動が活発化することを期待する声があった一方で、消費増税後の消費の冷え込みや将来の

不安、海外情勢への懸念をあげる声があった。



地区ごとにみると、前期調査と比べて、全地区でポイントが減少した。ＤＩは、全地区で景気の

横ばいを示す５０を下回った。

●３カ月前と比べた景気の現状判断

動



向



前期調査と比べると、「良くなっている」が増減なし、「やや良くなっている」が３．０ポイン

ト減少、「変わらない」が２．０ポイント増加、「やや悪くなっている」が増減なし、「悪くなっ

ている」が１．０ポイント増加により、全体では１．３ポイント減少の４６．５となり、景気の横

ばいを示す５０を６期連続で下回った。



判断理由では、来客数の増加や受注件数の増加などのプラス面がある一方で、大型連休後の反

動、消費増税前の買い控え、原料高や人手不足などによる経費の増大などといったマイナス面をあ

げる声があった。



地区別では、前期調査と比べて、県南地区で増加し、津軽地区で増減なしとなり、東青地区、下

北地区で減少した。ＤＩは、全地区で景気の横ばいを示す５０を下回った。

　（調査期間　令和元年７月１日～７月２０日　回答率１００％）



（４）青森県景気ウォッチャー調査（令和元年７月期）
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○3カ月前と比べて景気の現状判断理由

◎ 4～6月の売上の伸び率による。(一般小売店=津軽)

○ 観光シーズン突入による交流人口増。(一般小売店=東青)

○ 受注が増加しているため。(電気機械製造=津軽)

□ 予約状況や売上も昨年並みであり堅調に推移している。(都市型ホテル=東青)

□

人口減少による来客数の減少があり厳しい状況と感じる。さらに商圏住人の収入も増えていない為、使用される金額も

増えることは無い。よって、景気はやや悪く、3カ月前から変わっていない。(家電量販店=東青)

□ 値上げ、人手不足で、思うように企業活動の拡大ができない状況が続いている。(新聞社求人広告=東青)

□ 同業者が増えているので売上は上がらない。(コンビニ=津軽)

□ 4月～5月の連休はにぎわいましたが、6月に入り前年並みになった。(観光名所等=津軽)

□ あまり動きがない。必要な時期より少し遅れ気味な感じ。商品も辛抱している様に感じます。(美容院=県南)

□

増税を控え、駆け込み需要を期待したいところだが、どちらかと言うと節約志向になっているのが感じられる。(衣料専

門店=県南)

□

業種によるとは思いますが、広告業界は特別新しい仕事もあまりなく例年と変わらないレギュラーベースの仕事がほと

んど。(広告・デザイン=県南)

□ 売り上げが伸び悩んでいる。24時間営業の店だけがふえて来て、結構影響はある。(一般飲食店=下北)

□ 観光客が少ない。(タクシー=下北)

△ 再開発事業の関係から大型店が5月から休業になり人通りが激減している。(衣料専門店=東青)

△ 大型連休明けから飲食店街がひまになっている。(スナック=津軽)

△

老後の年金について不安を煽るような、テレビのワイドショーの偏向報道に影響を受ける中・高齢者の買い控え、人手

不足と最低賃金引き上げによる人件費の高騰とそれを売上げに上乗せで転嫁できない中小事業者が多いこと。(経営コン

サルタント=津軽)

△ 婦人衣料の不振と食品では水産業の漁獲高減。(百貨店=県南)

×

春の１０連休の悪い余波がまだ個人消費に残っている上、子供のいる家庭では夏休みに向けて、また全般的には秋の消

費税増税に向けて「無しで済ませられる消費活動」については完全に引き締めに入っているようです。生活関連の諸物

価の上昇も更に追い打ちをかけていると思われます。(タクシー=東青)

○3カ月後の景気の先行き判断理由

◎

天候次第な面もありますが夏季にむけての準備も行っていますので、集客もでき人手も回復すると思います。(一般飲食

店=東青)

○ 増税前の商品駆け込み需要が増す。(家電量販店=津軽)

○ 屋内スケート場の完成や、消費税増税前の駆け込み需要に期待。(新聞社求人広告=県南)

○ 祭りなどの観光シーズン、お盆の帰省シーズンがはじまるので。(ガソリンスタンド=下北)

□ 7～9月は天候・気温に左右される。冷夏にならないことを祈っています。(スーパー=東青)

□ 消費税増税に備えて消費支出を控えているような雰囲気がします。(パチンコ=東青)

□

新規物件の受注は時期的でピークを過ぎた。ここ数カ月は現在手掛けている物件の完成に向けた作業が中心となるた

め。(設計事務所=津軽)

□

10月の消費税10％に向け、よくなる要素がみあたらない。増税前の駆け込み需要がどの程度あるのか、現状では推し量

れない。(新聞社求人広告=津軽)

□ 屋内スケート場に期待したい！(レストラン=県南)

□ 消費税10％の影響での駆け込みが多少発生するかもしれないが、プラスマイナスゼロ？(飲料品製造=県南)

△

消費増税の影響が大きく、給料が上がらない。将来の不安（年金）も重なって気持ちが下がってしまうため。(住宅建設

販売=東青)

△ 食費は、節約を考えると一番に削ろうとなるのではないでしょうか。(食料品製造=東青)

△ 消費税増税、働き方改革、世界的な経済不安等、良い要素が無い。(都市型ホテル=津軽)

△

消費税の税率が上がることにより、買い控え、節約のムードが高くなって行くのではないか。(経営コンサルタント=津

軽)

△

軽減税率が始まる頃で、消費者はポイント還元の恩恵を受ける機会が増えるが、販売業者の手数料負担etc.が重くのし

かかり、景気は悪化していく。(卸売業=県南)

△

東京のホテルやビジネスで使う飛行機便が取りやすくなった。一方で建設や観光はまだ盛況のようなため若干下支えさ

れつつ徐々に景気は悪化していきそうに見える。(電気機械製造=県南)

× 2000万問題と消費税値上げで、消費マインドは下がりっぱなし。(コンビニ=下北)

記号の意味：◎良くなっている、○やや良くなっている、□変わらない、△やや悪くなっている、×悪くなっている

資料：県統計分析課「青森県景気ウォッチャー調査報告書」
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１　青森県の推計人口（令和元年７月１日現在）

【概　況】 

〇自然動態

出生者数が６１１人、死亡者数が１，３１３人で、７０２人の減少となった。

〇社会動態

転入者数が１，０９１人、転出者数が１，３６３人で、２７２人の減少となった。

（単位：人）

男 女 出生者数 死亡者数

県外からの

転入者数

県外への

転出者数

昭

 45.10. 1 1,427,520 685,477 742,043 -  10,929 -  -  -  -  -  - 

   50.10. 1 1,468,646 707,232 761,414 -  41,126 -  -  -  -  -  - 

   55.10. 1 1,523,907 735,444 788,463 -  55,261 -  -  -  -  -  - 

   60.10. 1 1,524,448 731,439 793,009 -  541 -  -  -  -  -  - 

 

平

 2.10. 1 1,482,873 704,758 778,115 -  -41,575 -  -  -  -  -  - 

    7.10. 1 1,481,663 704,189 777,474 -  -1,210 -  -  -  -  -  - 

   12.10. 1 1,475,728 702,573 773,155 -  -5,935 -  -  -  -  -  - 

   17.10. 1 1,436,657 679,077 757,580 -  -39,071 -  -  -  -  -  - 

   22.10. 1 1,373,339 646,141 727,198 -  -63,318 -  -  -  -  -  - 

   27.10. 1 1,308,265 614,694 693,571 -  -65,074 -  -  -  -  -  - 

30.  7. 1 1,264,951 594,144 670,807 -0.071%  -901 -737 624 1,361 -164 1,109 1,273

30.  8. 1 1,264,201 593,838 670,363 -0.059%  -750 -732 660 1,392 -18 1,645 1,663

30.  9. 1 1,263,717 593,737 669,980 -0.038%  -484 -719 728 1,447 235 1,840 1,605

30.10. 1 1,262,815 593,290 669,525 -0.071%  -902 -709 642 1,351 -193 1,210 1,403

30.11. 1 1,262,049 592,947 669,102 -0.061%  -766 -879 648 1,527 113 1,445 1,332

30.12. 1 1,261,169 592,569 668,600 -0.070%  -880 -844 659 1,503 -36 1,094 1,130

31. 1. 1 1,260,124 592,065 668,059 -0.083%  -1,045 -898 595 1,493 -147 987 1,134

31. 2. 1 1,258,753 591,430 667,323 -0.109%  -1,371 -1,260 612 1,872 -111 1,075 1,186

31. 3. 1 1,257,081 590,540 666,541 -0.133%  -1,672 -1,086 560 1,646 -586 966 1,552

31. 4. 1 1,250,444 587,118 663,326 -0.528%  -6,637 -865 597 1,462 -5,772 3,410 9,182

令元

. 5. 1 1,250,387 587,260 663,127 -0.005%  -57 -913 605 1,518 856 3,445 2,589

元

. 6. 1 1,249,314 586,719 662,595 -0.086%  -1,073 -1,005 635 1,640 -68 1,360 1,428

元

. 7. 1 1,248,340 586,255 662,085 -0.078%  -974 -702 611 1,313 -272 1,091 1,363

６月中の人口動態の推移

（単位：人）

H21.6 22.6 23.6 24.6 25.6 26.6 27.6 28.6 29.6 30.6

Ｒ元

.6

780 879 853 692 683 711 750 689 643 624 611

1,318 1,289 1,259 1,271 1,229 1,283 1,357 1,330 1,317 1,361 1,313

-538 -410 -406 -579 -546 -572 -607 -641 -674 -737 -702

1,468 1,281 1,506 1,270 1,218 1,247 1,257 1,126 1,193 1,109 1,091

1,477 1,342 1,479 1,236 1,273 1,441 1,371 1,288 1,329 1,273 1,363

-9 -61 27 34 -55 -194 -114 -162 -136 -164 -272

-547 -471 -379 -545 -601 -766 -721 -803 -810 -901 -974

　※１ 昭和45、50、55、60、平成2、7、12、17、22、27年は国勢調査人口（確定値）。

　※２ 平成27年11月1日以降の人口は、平成27年国勢調査人口（確定値 総務省統計局 平成28年10月26日）を基礎に推計している。

　※３ 増減数は、昭和45、50、55、60、平成2、7、12、17、22、27年が各々の前回国勢調査、その他が前月推計人口に対するものである。

　※４ 算出方法

 　　　県の推計人口＝前月の人口＋自然増減数（出生者数－死亡者数）＋社会増減数（県外からの転入者数－県外への転出者数）
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　令和元年７月１日現在の本県推計人口は、１，２４８，３４０人で、前月に比べ９７４人の減少となった。

総人口の推移
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２　本県の経済動向

（２）主要経済指標の動向

（２－１）生産動向

◎業種別動向（前月比）　鉱工業全体 　3.7％

業　　　種 前月比(％)寄与率(％) 業　　種 前月比(％)寄与率(％) ←表はリンクあり 修正不要

生産用機械工業 168.4 49.4 業務用機械工業 -12.5 -18.0

金属製品工業 74.7 42.5 食料品工業 -3.2 -10.3

化学工業 62.5 27.7 電気機械工業 -14.6 -7.9

電子部品・デバイス工業 11.3 22.7 輸送機械工業 -9.3 -5.3

はん用機械工業 119.1 3.2 情報通信機械工業 -23.8 -4.4

資料：県統計分析課「青森県鉱工業生産指数（速報）」
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青森県・全国・東北の鉱工業生産指数推移（季節調整済指数）

青森県 青森県（3カ月移動平均値） 全国 東北
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括弧内は付加価値額ウェイト（鉱工業全体＝

10000.0

）

主要業種の生産動向（季節調整済指数・３カ月移動平均値）

食料品（

2410.0

） 鉄鋼（

1200.9

） 電子部品（

1048.2

）

業務用機械（

1005.1

） パルプ紙（

722.3

） 電気機械（

429.2

）

令和元年5月の青森県鉱工業生産指数（平成22年＝100）は、季節調整済指数が114.9で、前月比3.7％の

上昇となり、2カ月連続で前月を上回った。また、原指数は117.1で、前年同月比1.5％の上昇となり、3

カ月ぶりに前年同月を上回った。

季節調整済指数で前月からの動きをみると、生産用機械工業、金属製品工業、化学工業等が上昇に寄与

した一方、業務用機械工業、食料品工業、電気機械工業などが低下し、鉱工業全体では3.7％の上昇と

なった。
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資料：県統計分析課「毎月勤労統計調査結果（速報）」


